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１．はじめに 
プレストレストコンクリート 以下 構造は部材に圧縮応力を作用させることでひび割れを抑制

し，たわみも制御できるため大スパンを実現できる優れた構造である。この 技術を応用し，我が
国において豊富な木材資源を有効活用する手段として，大スパン化を目的としたプレストレスト木質
部材に着目する。木質材料の中で構造部材に多く用いられている集成材は圧縮と引張の強度がほぼ等
しく，その強度はコンクリートの圧縮強度と同等の優れた材料である。一方で，弾性係数はコンクリ
ートの ～ 程度と低いため大スパン構造とした場合，部材中央のたわみが大きく，梁せいを増や
さなければ設計できないケースが多い。したがって，プレストレスにより集成材のこの弱点をカバー
することで魅力的な大スパン架構を実現できると考える。
 筆者らは設計が比較的容易で部材の接合も簡便な二次部材を検討対象とし，これまでにプレストレ
スを導入した集成材小梁の試設計を行い， 以上のロングスパン部材においてプレストレスによる
実用的な梁断面低減効果が得られることを明らかにした 。また，これまでに設計方法の妥当性を検
証するために種々の要素実験を実施し，部材圧着継目のせん断耐力の検討 ，梁端部 定着板の定
着性能に対する検討 を行った。本報ではプレストレスを導入した集成材梁の実大曲げ実験により，
その力学挙動を把握し，断面設計における平面保持仮定の妥当性について考察する。 
２．試験体の設計 
図-1に試験体断面，表-1に材料諸元をそれぞれ示す。今回の実験では，日本において伐採量が多く

資源量が豊富なスギ集成材 を用いた。試験体は 種類とし，梁のみの矩形断面で断面算定
を行うタイプ と小梁上部に取りつく合板スラブの剛性を考慮した合成断面で算定を行うタイプ に
ついて検討を行った。試験体数はそれぞれ 体ずつとした。表-1中のスギ集成材，構造用合板の材料
強度には木質構造設計規準・同解説 に示されている値を用いた。 鋼材は試験体タイプ ともに

φ を用い，目標緊張力は とした。表-2 に設計条件を示す。今回の設
計対象は屋根小梁を想定し，小梁の幅は を基準寸法 二次接着を必要としない一般的な梁幅
とする。集成材の含水率は日本農林規格に基づき 以下に管理している。
表-3に設計における検討条件を示す。プレストレス導入時は下端の圧縮応力が長期の曲げ許容応力

度 の 倍以下になるように設計する。施工時はプレストレスおよび屋根仕上げ材の固定荷重が作
用した場合に材中央のたわみが になるように設計する。長期設計荷重時はプレストレス 固定荷重
積載荷重に対して最大応力が長期曲げ許容応力度 の 倍以下かつ，変形増大係数 を考慮した
部材中央のたわみの支持スパンに対する比が 以下になるように設計する。また， の梁部材
は運搬が困難になる場合が多いため，部材を 分割して現場で圧着することを想定して，長期設計荷
重時に継目位置に引張応力が生じないように設計する。短期設計荷重に対する検討は火災時を想定し
ており，プレストレス 固定荷重 積載荷重に対して の燃えしろを考慮した断面における最大応
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図中の◇は試験体中央で計測した初期プレストレス歪の符号を反転させた値であり，集成材に生じる
引張歪がこの値に達すると圧着継目が離間し始める。図中の破線は中立軸より上の歪から予測した曲
率の補助線を示す。図-6より， は 時では圧着継目は離間していないが，荷重が大きくなる
につれて圧着継目の離間が進行し， 時においては下縁から少なくとも梁せいの 程度が離間
していることが分かる。 鋼より線の歪は圧着継目の離間後も破線で示した補助線付近の値を示して
いることから， までは集成材と 鋼より線は平面保持が成立しているが， 時において
は補助線よりも小さな値を示しており，圧着継目で 鋼より線の付着が切れ，グラウト材から抜け出
したことによって平面保持が成り立たなくなったと考えられる。 も と同様の傾向が得られてお
り，圧着継目において 鋼より線は までは平面保持が成り立っていたと考えられる。
５．まとめ 
・同試験体間において，最大耐力・曲げ剛性・破壊形式にばらつきはほとんど見られなかった。
・試験体圧着継目の最大耐力は設計荷重に対してタイプ で 倍，タイプ で 倍であった。
・集成材と 鋼より線は圧着継目において までは平面保持が成立していたと考えられる。
・解析値と最大耐力の比較や梁の歪分布から，合板スラブは剛性，耐力にほとんど寄与していない。
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